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「
10
％
は
断
固
反
対
」
。
消
費

税
増
税
へ
の
怒
り
は
お
さ
ま
り
ま

せ
ん
。
9
月
8
日
、
浅
草
の
町
を

8
0
0
人
の
東
京
東

部
地
域
の
業
者
、
労

働
者
、
市
民
団
体
な

ど
で
雷
大
行
進
を
行

な
い
ま
し
た
。

午
前
10
時
か
ら
、

花
川
戸
公
園
で
出
発

前
集
会
を
開
催
。
田

中
実
行
委
員
長
は
、

雷
大
行
進
で
掲
げ
て

き
た
国
民
生
活
の
3

つ
の
最
低
保
障
（
全

国
一
律
最
賃
制
の
法

制
化
、
最
低
保
障
年

金
の
創
設
、
課
税
最

低
限
の
大
幅
引
き
上

げ
）を
強
調
し
た
後
、

齋
藤
東
京
土
建
本
部

常
任
執
行
委
員
が

「
建
設
業
で
儲
か
っ

て
い
る
の
は
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
、
住

宅
メ
ー
カ
ー
な
ど
だ
け
。
設
計
労

務
単
価
の
連
続
引
き
上
げ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
私
た
ち
中
小
業
者
、

労
働
者
の
単
価
、
賃
金
は
微
増
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
で
格
差
社
会
は
広
が
る
一
方
。

大
企
業
、
金
持
ち
に
課
税
を
」
と

力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

参
加
し
た
各
団
体
か
ら
の
決
意

表
明
、
政
党
か
ら
の
連
帯
の
あ
い

さ
つ
を
受
け
、
最
後
に
集
会
ア
ピ

ー
ル
を
参
加
者
の
拍
手
で
採
択
し

ま
し
た
。

台
風
15
号
が
接
近
し
不
安
定
な

天
気
で
し
た
が
、
チ
ン
ド
ン
屋
さ

ん
の
演
奏
を
先
頭
に
浅
草
駅
ま
で

賑
や
か
に
行
進
。
沿
道
に
い
た
女

の
子
は
「
お
祭
り
み
た
い
」
と
興

味
深
げ
に
見
入
り
、
外
国
人
観
光

客
は
手
を
振
り
、
盛
ん
に
ス
マ
ホ

で
撮
影
し
て
い
ま
し
た
。

【
本
部
・
宮
内
竜
平

記
】
青
年
部
は
秋
の
拡

大
決
起
集
会
と
し
て
位

置
づ
け
、
『
Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ

・
Ｍ
Ｅ
Ａ
Ｔ
サ
ミ
ッ
ト

2
0
1
9
』

を
9
月
1

日
、
昭
和
記

念
公
園
で
開

催
し
、
13
支

部
1
0
1
人
の
仲
間
が

参
加
し
ま
し
た
。

五
本
木
青
年
部
長
と

檜
山
本
部
組
織
部
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
乾
杯

の
発
声
で
ス
タ
ー
ト
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
み
ま
し

た
。
全
体
で
交
流
を
深
め
る
た
め

の
支
部
紹
介
や
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
「
じ

ゃ
ん
け
ん
大
会
」
で
は
栄
青
年
部

書
記
長
が
司
会
で
開
催
、
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。
青
年
部
Ｏ
Ｂ

や
後
継
者
世
代
の
先
輩
た
ち
が
率

先
し
て
支
部
を
回
り
、
初
参
加
の

部
員
も
支
部
・
ブ
ロ
ッ
ク
を
越
え

た
仲
間
と
交
流
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
小
澤
実
行
委
員
長
の

あ
い
さ
つ
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
レ
ク
に
向
け
2
回

の
実
行
委
員
会
を
開
き
企
画
を
検

討
、
各
支
部
で
は
秋
の
拡
大
決
起

集
会
・
出

陣
式
が
同

日
に
開
催

さ
れ
て
い

る
な
か
で

し
た
が
、
事
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

参
加
可
能
な
支
部
、
ま
た
、
こ
の

間
本
部
Ｂ
Ｂ
Ｑ
レ
ク
に
未
参
加
の

各
ブ
ロ
ッ
ク
・
支
部
へ
呼
び
か
け

を
強
め
、
新
し
い
仲
間
も
結
集
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

13支部101人が参加しました

沿道の観光客からも注目されました

【
中
野
・
書
記
・
上
山
将
之
通

信
員
】
9
月
8
日
、
中
野
区
役
所

前
庭
で
「
第
11
回
大
震
災
に
備
え

る
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
中
野
」
が
開
催

さ
れ
、
東
京
土
建
中
野
支
部
も
参

加
、
協
力
し
ま
し
た
。
主
催
は
中

野
区
耐
震
改
修
促
進
協
議
会
。

中
野
耐
震
協
は
東
京
土
建
、
建

設
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
事
務
所

協
会
、
増
改
築
連
絡
会
、
す
ま
い

の
相
談
室
、中
野
区
の
6
団
体
で
、

2
0
1
0
年
1
月
に
結
成
。
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
ほ
か
、
区
民
向
け
の
講

座
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

台
風
の
接
近
で
開
催
が
危
ぶ
ま

れ
た
今
回
。
強
い
雨
が
降
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
以
外
は
真
夏
の
日
差

し
。
汗
を
か
き
つ
つ
、
防
災
工
具

の
使
用
体
験
、
倒
壊
建
物
か
ら
の

救
出
体
験
、
被
災
地
支
援
物
販
な

ど
を
担
い
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
自
力
で
2

週
間
生
き
延
び
る
」
。
場
内
に
米

や
乾
麺
、
非
常
食
の
ほ
か
、
1
日

1
人
3
ℓ
必
要
と
い
わ
れ
る
水
も

用
意
。
日
常
生
活
の
中
で
、
ス
ト

ッ
ク
し
て
あ
る
食
材
を
う
ま
く
回

転
さ
せ
る
こ
と
で
備
蓄
を
兼
ね

る
、
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
く
も

の
で
す
。
昨
今
の
災
害
か
ら
、
公

助
が
期
待
で
き
な
い
こ
と
も
想
定

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
少
し

の
心
配
り
が
防
災
力
を
引
き
上
げ

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
東
京
都

の
整
備
地
域
、
木
密
地
域
を
多
く

抱
え
る
中
野
区
。
中
野
耐
震
協
の

活
動
を
通
じ
、
安
心
、
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
よ
う
と

思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

【
足
立
・
大
工
・
村
山
博
司
記
】

8
月
25
日
、
東
武
動
物
公
園
に
て

足
立
支
部
創
立
70
周
年
記
念
「
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
9
」
を
開

催
。
1
1
3
1
人
の
仲
間
達
が
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
6
月
か
ら

参
加
者
を
募
り
、
実
行
委
員
会
を

3
回
開
催
し
ま
し
た
。
多
く
の
仲

間
に
声
を
掛
け
た
結
果
、
参
加
申

込
み
数
は
目
標
を
大
幅
に
超
え
る

1
1
6
8
人
。

当
日
は
入
園
前
か
ら
大
勢
の
参

加
者
が
受
付
テ
ン
ト
へ
と
み
え
ら

れ
、
皆
さ
ん
口
々
に
「
今
日
を
楽

し
み
に
し
て
い
た
よ
」
と
言
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
子
さ
ん
た

ち
も
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
た

よ
う
で
、
開
園
前
に
も
か
か
わ
ら

ず
「
早
く
行
こ
う
よ
！
」
「
ま
だ

中
に
入
れ
な
い
の
？
」
と
微
笑
ま

し
い
会
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
始
ま
っ
た
大
抽
選
会

に
は
約
1
0
0
0
人
の
参
加
者
が

結
集
。
冒
頭
、
日
頃
の
組
合
活
動

へ
の
お
礼
と
こ
れ
か
ら
始
ま
る
拡

大
月
間
へ
の
協
力
の
お
願
い
を
し

ま
し
た
。
真
夏
日
に
も
関
わ
ら
ず

参
加
者
は
終
始
笑
顔
で
、
抽
選
番

号
が
発
表
さ
れ
る
度
に
大
き
な
歓

声
が
会
場
に
響
き
わ
た
り
、
非
常

に
賑
や
か
な
創
立
70
周
年
の
催
し

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

挨拶する古村正和中野区
耐震改修促進協議会会長
（中野支部元委員長）

抽選会場には仲間でビッシリ

参加者は壇上で活動をアピール

【
主
婦
の
会
・
小
野
房
子
記
】

第
65
回
日
本
母
親
大
会
in
静
岡
8

月
24
日
〜
25
日
に
東
京
土
建
本
部

主
婦
の
会
か
ら
10
人
で
参
加
し
て

き
ま
し
た
。

初
日
は
、
14
分
科
会
「
人
権
と

し
て
の
社
会
保
障
―
誰
も
が
安
心

し
て
受
け
ら
れ
る
医
療
・
介
護
・

福
祉
・
年
金
を
―
」を
選
択
、医
療

法
人
研
究
会
副
理
事
長
の
本
田
宏

氏
を
助
言
者
に
学
習
し
ま
し
た
。

明
治
維
新
以
来
1
5
0
年
続
く

経
済
最
優
先
の
日
本
を
変
え
る
た

め
に
は
「
考
え
る
国
民
を
増
や
す

努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
語

り
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
な
ど
の

現
場
か
ら
活
発
な
発
言
が
あ
り
、

丁
寧
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
温
故
知
新
、
私
た
ち
は
歴
史

に
学
び
国
民
第
一
の
政
治
に
変
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
確
認
し
終
了
し
ま
し
た
。

25
日
は
全
体
会
に
全
員
で
参
加

し
ま
し
た
。
今
日
の
運
動
の
コ
ー

ナ
ー
に
私
の
地
域
の
西
多
摩
母
親

連
絡
会
が
「
横
田
基
地
へ
の
オ
ス

プ
レ
イ
配
備
反
対
・
日
本
の
ど
こ

に
も
い
ら
な
い
」
の
横
断
幕
を
手

に
壇
上
で
発
言
し
ま
し
た
。

分
科
会
参
加
4
6
0
0
人
全
体

会
4
4
0
0
人
の
、
の
べ
9
0
0

0
人
の
参
加
で
し
た
。

9
月
3

日
、
都
議
会

開
会
日
に
合

わ
せ
て
東
京

地
評
な
ど
の

団
体
で
構
成

さ
れ
る
都
民

要
求
実
現
全

都
連
絡
会
は

昼
休
み
の
時

間
に
都
庁
前

で
集
会
を
開

き
、
2
2
0

人
（
東
京
土

建
は
全
支
部

か
ら
1
0
8
人
）
が
参
加
。

主
催
者
代
表
の
荻
原
淳
東
京
地

評
議
長
は
羽
田
空
港
飛
行
ル
ー
ト

変
更
や
五
輪
選
手
村
土
地
投
げ
売

り
な
ど
の
問
題
を
中
心
に
小
池
都

政
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。
都

議
会
か
ら
は
、
と
や
英
津
子
都
議

（
共
産
）
が
参
加
し
、
都
民
要
求

を
掲
げ
て
議
会
で
論
戦
す
る
表
明

を
し
た
後
、
東
京
商
工
団
体
連
合

会
（
消
費
税
増
税
の
中
止
を
、
都

民
の
く
ら
し
の
都
政
を
）
、
東
京

公
害
患
者
と
家
族
の
会
（
ぜ
ん
そ

く
患
者
の
医
療
費
負
担
を
な
く

せ
）
、
東
京
高
齢
期
運
動
連
絡
会

（
高
齢
者
の
誰
も
が
医
療
を
受
け

ら
れ
る
制
度
を
）
の
代
表
が
発
言

し
ま
し
た
。

板
橋
支
部
の
須
賀
朗
さ
ん
は

「
地
元
で
も
都
の
医
療
機
関
や
高

齢
者
施
設
が
利
用
し
に
く
く
な
っ

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
自
分
自
身
の
こ
と
も
考
え
て
、

利
用
し
や
す
く
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

求

人

大
企
業
に
こ
そ
増
税
を

政治変えなければと
日本母親大会に参加して

浅
草
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
雷
大
行
進

２
週
間
生
き
延
び
る

大
地
震
に
備
え
る
Ｆ
・
中
野

消費税１０％ストップで世直しだ消費税１０％ストップで世直しだ

足立支部が東武動物公園で

開発より生活優先で
都議会開会日に合わせ行動

７０周年に１１３１人

青
年
部
Ｂ
Ｂ
Ｑ
で
交
流

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
で
盛
り
上
げ


